
歯科麻酔学各論 
責任者名：岡 俊一(歯科麻酔学 准教授) 
学期：前期 
対象学年：4年 
授業形式等：講義 
 
◆担当教員 
岡 俊一(歯科麻酔学  准教授) 
北山 稔恭(歯科麻酔学  助教) 
里見 ひとみ(歯科麻酔学  助教) 
見﨑 徹(歯科麻酔学  兼任講師) 
 
◆一般目標（GIO） 
歯科医療全般を安全かつ円滑に行うために、歯科治療における全身管理、局所麻酔法、精神鎮静法及び全身麻酔の
基本を理解する。 
 
 
◆到達目標（SBOｓ） 
①局所麻酔の特徴と目的及び種類を説明できる。 
②局所麻酔薬の分類と、その作用機序を説明できる。 
③局所麻酔作用に影響を及ぼす因子を説明できる。 
④血管収縮薬の使用目的と種類、特徴及び臨床使用上の注意を説明できる。 
⑤局所麻酔の実施法と合併症（偶発症）を説明できる。 
⑥精神鎮静法の特徴と目的及び種類を説明できる。 
⑦吸入鎮静法に使用する薬剤と適応、禁忌及び合併症を説明できる。 
⑧静脈内鎮静法に使用する薬剤と適応、禁忌及び合併症を説明できる。 
⑨精神鎮静法の周術期の管理を説明できる。 
⑩全身麻酔の概念、種類並びに麻酔時の生体反応を説明できる。 
⑪全身麻酔時に使用する薬物とその基本的な薬理作用及び使用機器・器具を説明できる。 
⑫全身麻酔の適応と禁忌、合併症及び周術期管理を説明できる。 
⑬バイタルサインの意義とそのモニタニングの方法を説明できる。 
⑭血圧、脈拍数、呼吸数の測定方法と異常所見を説明できる。 
⑮体温の測定方法を説明できる。 
⑯患者（小児、妊産婦、高齢者を含む）の全身状態の評価を説明できる。 
 
 
 
◆評価方法 
本教科の成績評価点は、毎回行う予定の試験（30％），レポート（20％）、平常試験（50％）で行う。平常試験は
10 月 24日 10時 10 分から行い、試験を 30 分とし、20 分で平常試験問題の解説を行う。平常試験のフィードバッ
クは試験終了後、質疑応答形式で行う。なお、平常試験の追・再試は行わない。また出席は加点対象に加えない。 
 



◆オフィス・アワー 
担当教員 対応時間 ・場所など メールアドレス・連絡先 備考 

岡 俊一 
 

17:00~18:00 歯科麻酔学研究室 
 

oka.shunnichi@nihon-u.ac.jp 
 

 
 

北山 稔恭 
 

17:00~18:00 歯科麻酔学研究室 
 

kitayama.toshiyasu@nihon-
u.ac.jp 
 

 
 

里見 ひとみ 
 

17:00~18:00 歯科麻酔学研究室 
 

satomi.hitomi@nihon-u.ac.jp 
 

 
 

見﨑 徹 
 

17:00~18:00 歯科麻酔学研究室 
 

misaki.tooru@nihon-u.ac.jp 
 

 
 

 
◆授業の方法 
講義 
【実務経験】岡 俊一：現在、在職している日本大学歯学部付属歯科病院歯科麻酔科での経験などの話を交えなが
ら、臨床の場で本教科で学ぶ内容の理論や手技がいかに活かされているかについて学ぶ場を提供したいと考えてい
る。 
【実務経験】北山稔恭：日本大学歯学部付属歯科病院歯科麻酔科および関連施設等での得た知識や経験などを交え
ながら、講義を行う。学内試験、国家試験でポイントになることだけでなく、本学を卒業し臨床の場に出たときに
役立つ知識を提供したいと考えている。 
【実務経験】里見ひとみ：現在、在職している日本大学歯学部歯科病院歯科麻酔科での臨床医としての経験を活か
しながら、本教科で学ぶ理論的な内容について、どのように臨床の現場で役立つかについて説明していきたいと思
います。 
【実務経験】見崎 徹：日本大学歯学部付属歯科病院歯科麻酔科での経験などを生かし、開業医を中心とした臨床
の場で本教科で学ぶ内容の理論や手技がいかに活かされているかについて学ぶ場を提供したいと思います。 
 
◆教 材（教科書、参考図書、プリント等） 

種別 図書名 著者名 出版社名 発行年 
教科書 
 

歯科麻酔学 第 8版 
 

福島和昭 監修 
 

医歯薬出版 
 

2019 
 

教科書 
 

歯科麻酔・生体管理学 第 2版 
 

吉田和市 編集 
 

学研書院 
 

2016 
 

参考書 
 

フローチャート式 歯科医のため
の救急処置マニュアル 第 5版 
 

見崎 徹 編集 
 

医歯薬出版 
 

2015 
 

 
◆DP・CP 
DP３ 
コンピテンス：論理的・批判的思考力 
コンピテンシー：多岐にわたる知識や情報を基に、論理的な思考や批判的な思考ができる。 
CP３ 
幅広い教養と歯科医療に必要な体系的な知識を基に、論理的・批判的思考力と総合的な判断能力を育成する。 
 



◆準備学習(予習・復習) 
講義項目について教科書や参考書を読み、出席すること。 
 
◆準備学習時間 
授業時間（15 時間）相当を予習と復習にそれぞれ充てる。 
 
◆全学年を通しての関連教科 
第 3学年後期 薬理学総論 
第 4学年前期 薬理学各論 
 
◆予定表 
回 クラス 月日 時限 学習項目 学修到達目標 担当 コアカリキュラム 

1 
 

 
 

5.12 
 

5 
 

局所麻酔薬 
1）局所麻酔 
 

・歯科臨床で使用される局所麻酔薬
の役割を説明できる。 
・歯科臨床の治療法に応じた歯科用
局所麻酔薬の種類および使用薬剤の
利点・欠点について説明できる。 
 

岡 俊一 
 

E-1-4)-(3) 局
所麻酔法 
 

2 
 

 
 

5.19 
 

5 
 

局所麻酔薬 
2）血管収縮薬の併
用 
3）局所麻酔薬の適
応方法 
 

・局所麻酔薬の麻酔効果に影響する
因子について説明できる。 
・歯科用局所麻酔薬に血管収縮薬を
添加する理由を説明できる。 
・血管収縮薬の副作用と投与時に注
意する疾患（高血圧症、糖尿病等）
を説明できる。 
・局所麻酔薬の適用法（表面麻酔、
浸潤麻酔、伝達麻酔）について説明
できる。 
 

岡 俊一 
 

E-1-4)-(3) 局
所麻酔法 
 

3 
 

 
 

5.26 
 

5 
 

精神鎮静法 
1）吸入鎮静法 
2）静脈内鎮静法 
 

・精神鎮静法の種類、目的を説明で
きる。 
・精神鎮静法の適応症、禁忌症、利
点、欠点、使用薬剤について説明で
きる。 
 

里見 ひと
み 
 

E-1-4)-(2) 精
神鎮静法 
 

4 
 

 
 

6.2 
 

5 
 

精神鎮静法 
3）鎮静法の実際 
4）鎮静法の合併症 
 

・臨床で行われている吸入鎮静法お
よび静脈内鎮静法の手順について説
明できる。 
・鎮静法において、発症しうる合併
症とその対処法について説明でき
る。 
 

里見 ひと
み 
 

E-1-4)-(2) 精
神鎮静法 
 

6  6.9 5 全身麻酔法 ・吸入麻酔薬の特徴と導入に関わる 岡 俊一 E-1-4)-(4) 全



    2）吸入麻酔法 
 
 

因子について説明できる。 
 

 身麻酔法 
 

7 
 

 
 

6.16 
 

5 
 

全身麻酔法 
3）静脈麻酔法 
4）筋弛緩薬 
 

・静脈麻酔薬の種類、特徴について
説明できる。 
・筋弛緩薬の役割、酒類、作用機
序、拮抗薬について説明できる。 
 

岡 俊一 
 

E-1-4)-(4) 全
身麻酔法 
 

8 
 

 
 

6.23 
 

5 
 

モニタリング 
 

・モニタリングの種類、意義につい
て説明できる。 
 

岡 俊一 
 

E-1-4)-(1) 全
身管理  
 

5 
 

 
 

6.30 
 

5 
 

全身麻酔法 
1）全身麻酔 
 
 

・全身麻酔の必要性、麻酔科医の役
割について説明できる。 
・全身麻酔の術前評価、周術期管理
について説明できる。 
・麻酔器具と麻酔導入について説明
できる。 
 

岡 俊一 
 

E-1-4)-(4) 全
身麻酔法 
 

9 
 

 
 

7.7 
 

5 
 

術中合併症 
 

・術中合併症について説明できる。 
 
 

岡 俊一 
 

E-1-4)-(1) 全
身管理  
 

10 
 

 
 

7.14 
 

5 
 

歯科患者の日帰り
全身麻酔 
 

・歯科患者に対する日帰り全身麻酔
の意義、適応について説明できる。 
 

北山 稔恭 
 

E-1-4)-(3) 局
所麻酔法 
E-1-4)-(2) 精
神鎮静法 
E-1-4)-(4) 全
身麻酔法 
E-1-4)-(1) 全
身管理  
 

11 
 

 
 

7.21 
 

5 
 

高齢者の麻酔管理 
 

・高齢者の麻酔管理の特徴と適応に
ついて説明できる。 
 

北山 稔恭 
 

E-5-1) 高齢者
の歯科治療 
 

12 
 

 
 

7.28 
 

5 
 

１）障害者とは 
２）おもな障害・
疾患と管理上の特
徴 
 

・障害者の歯科医療は、障害者基本
法で定義される人たちに対して行う
歯科医療だけでなく、特別な配慮や
対応が必要な人に対する歯科医療で
あることを説明できる。 
・障害の種類、程度により歯科治療
での行動調整法、全身管理法につい
て説明できる。 
 

北山 稔恭 
 

E-5-2) 障害者
の歯科治療 
 

13  8.4 5 小児の麻酔管理 ・小児の麻酔管理の特徴と適応につ 北山 稔恭 E-4-2) 小児の



     
 

いて説明できる。 
 
 

 歯科治療 
E-1-4)-(4) 全
身麻酔法  
 

14 
 

 
 

8.11 
 

5 
 

歯科治療における
全身的偶発症 
１）過換気症候群 
２）局所麻酔薬中
毒 
３）血圧上昇 
４）神経原性ショ
ック 
５）血管迷走神経
反射 
６）アナフィラキ
シーショック 
７）出血性ショッ
ク 
８）仰臥位低血圧
症候群 
 

・歯科治療は、局所麻酔を必要とす
る場合や、患者が痛みやストレスを
感じることが多い。そのため、治療
中やその前後において意図しない異
常事態が偶発的に生じることを説明
できる。 
・過換気症候群、局所麻酔中毒、血
圧上昇について病態、対処法、使用
薬剤を説明できる。 
・神経原性ショック、血管迷走神経
反射、アナフィラキシーショック、
出血性ショック、仰臥位低血圧症候
群について病態、対処法、使用薬剤
を説明できる。 
・それぞれの偶発症に対する予防法
を説明できる。 
 

北山 稔恭 
 

E-1-6) 救急処
置 
 

15 
 

 
 

8.18 
 

5 
 

救急処置と蘇生法 
１）一次救命処置 
２）二次救命処置 
３）異物による上
気道閉塞 
４）意識障害の評
価 
 

・生命を脅かす状況の場合、ただち
に心肺蘇生法（CPR）を行うことが
説明できる。 
・心停止と判断する心電図について
説明できる。 
・成人、小児、乳児に対する一次救
命処置の手順について説明できる。 
・成人、小児、乳児に対する二次救
命処置の手順について説明できる。 
・歯科治療中に気道に異物（義歯や
補綴物）を詰まらせ気道が閉塞した
場合の対処法を説明できる。 
・意識レベルの評価方法を説明でき
る。 
 

見﨑 徹 
 

E-1-6) 救急処
置 
 

 
  



 


